
議会だより　No.91 6

一
般
質
問

　　　　導入には賛成できない

道州制について町の見解は

　　　通常の除雪作業は困難であった

１月14日の除雪対策は

国
の
崩
壊
に
繋
が
っ
て
い
く
な

ど
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
、
反

対
を
し
、
特
別
決
議
を
挙
げ
た
。

3
、
地
方
自
治
を
ど
う
考
え
る

か
で
、
そ
の
視
点
は
単
な
る
行

政
的
事
務
を
ど
う
取
り
扱
う
か

で
は
な
い
。
そ
の
発
展
は
住
民

の
思
い
が
生
か
さ
れ
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
こ
に
こ
そ
、
地
域
発
展
が

あ
る
と
考
え
る
。

　

平
成
の
大
合
併
か
ら
10
年
が

過
ぎ
た
が
、
全
体
と
し
て
ど
う

で
あ
っ
た
か
、
こ
の
検
証
を
し

た
段
階
で
次
に
進
め
る
べ
き
で

あ
る
。

東
口　

重
信　

議
員

１
、
道
州
制
の
知
見
に
つ
い
て

２ 

、
全
国
町
村
大
会
で
導
入
に

反
対
し
て
い
る
理
由
は

３ 

、
中
央
集
権
型
の
統
治
機
構

を
改
め
て
、
地
域
の
潜
在
力

を
引
き
出
す
新
し
い
「
国
の

カ
タ
チ
」
が
急
務
で
は
な
い

か
と
思
う
が
、
町
の
考
え
は

町
長　

 

1
、
私
見
で
あ
る
が
、
究
極
の

都
道
府
県
と
市
町
村
の
強
制
的

な
合
併
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

国
の
借
金
700
兆
円
を
地
方
に

押
し
つ
け
ら
れ
る
危
険
性
も
持

つ
道
州
制
の
導
入
に
は
賛
成
で

き
な
い
。

2
、
道
州
制
へ
の
漠
然
と
し
た

イ
メ
ー
ジ
や
期
待
感
が
大
き
く

先
行
し
て
お
り
、
国
民
の
感
覚

か
ら
遊
離
し
て
い
る
こ
と
。

　

ま
た
、
道
州
制
の
導
入
に
よ

り
、
更
に
合
併
を
強
制
す
れ
ば
、

農
山
漁
村
の
住
民
自
治
は
衰
退

の
一
途
を
た
ど
り
、
延ひ

い
て
は
、

問

無
く
、
通
常
の
雪
か
き
で
は
対

応
で
き
な
い
凍
結
路
面
で
あ
っ

た
。

　

委
託
業
者
に
は
、
早
期
出
動
、

除
雪
手
順
、
融
雪
技
術
の
向
上

な
ど
厳
し
く
指
導
し
た
。

　

除
雪
融
雪
に
関
す
る
経
費
は
、

平
成
23
年
度
の
決
算
額
で
、
1

千
578
万
7
千
円
の
約
32
％
の
499

万
円
が
特
別
交
付
税
対
象
で
既

に
交
付
さ
れ
て
い
る
。

　

参
考
ま
で
に
、
平
成
22
年
度

の
除
雪
融
雪
経
費
は
1
千
475
万

3
千
円
、
今
年
度
2
月
末
現
在

で
既
に
2
千
113
万
円
で
、
こ
こ

数
年
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

除
雪
作
業
は
住
民
皆
さ
ま
の

ご
協
力
が
不
可
欠
で
、
地
域
住

民
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
重
ね

て
お
願
い
し
た
い
。

池
田　

健
一
郎　

議
員

1
月
14
日
の
除
雪
は
、
近

年
に
な
い
積
雪
量
に
加
え
て
、

連
日
真
冬
日
で
厳
し
い
冷
え
込

み
の
日
が
続
い
た
こ
と
と
、
降

り
始
め
が
祭
日
で
あ
っ
た
こ
と

も
重
な
り
、
道
路
状
態
が
最
悪

で
あ
っ
た
。
町
の
除
雪
対
応
は
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
か

を
問
う
。

建
設
課
長　

 

町
道
総
延
長
223
㎞

の
う
ち
、
10
㎝
積
雪
時
の
第
一

次
出
動
路
線
が
75
㎞
、
30
㎝
積

雪
時
の
第
二
次
出
動
路
線
が
30

㎞
と
な
っ
て
い
る
。

　

除
雪
に
対
応
で
き
る
重
機
を

所
有
す
る
町
内
の
9
業
者
に
委

託
し
、
1
社
平
均
約
12
㎞
の
除

雪
担
当
で
あ
る
。

　

1
月
14
日
は
午
前
10
時
頃
か

ら
第
一
次
出
動
、
午
後
2
時
頃

か
ら
第
二
次
出
動
し
た
。
当
日

の
積
雪
量
は
、
役
場
で
22
㎝
、

清
万
南
ヶ
原
の
配
水
池
付
近
で

25
㎝
で
、
出
動
時
点
か
ら
塩
カ

ル
な
ど
の
融
雪
剤
散
布
も
効
果

問

除雪作業

寺沢から見た佐久平
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一
般
質
問

　　　　安全安心な町づくり

町長の目指す町づくりは

　　　　専用の調理室で調理

学校給食の食物アレルギー対策は

て
予
算
編
成
を
し
た
。

町
長　

 

重
点
目
標
は
、
健
康
で

生
活
で
き
る
町
づ
く
り
と
し
て

保
健
師
や
管
理
栄
養
士
な
ど
態

勢
の
強
化
、
地
域
の
保
健
指
導

員
と
連
携
に
よ
る
健
康
診
断
、

生
活
習
慣
病
予
防
な
ど
の
安
心

し
て
安
全
に
生
活
で
き
る
生
活

基
盤
の
整
備
、
道
路
の
改
良
、

橋
梁
の
架
け
替
え
な
ど
が
あ
る
。

　

ま
た
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
町
づ
く
り
と
し
て
妊
産
婦

検
診
や
不
妊
治
療
の
充
実
と
、

地
域
経
済
の
柱
で
あ
る
農
業
と

商
工
業
者
の
経
営
支
援
な
ど
で

あ
る
。

古
越　

弘　

議
員

町
は
限
ら
れ
た
歳
入
の
中
、

交
付
金
や
起
債
を
活
用
し
て
優

先
順
位
を
付
け
、
必
要
な
施
策

事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
特
に
知
恵
を
絞
り

計
上
し
た
事
業
は
何
か
。
ま
た
、

町
長
の
目
指
す
町
づ
く
り
の
重

点
目
標
は
。

企
画
財
政
課
長　

 

平
成
25
年
度

の
予
算
は
、
下
落
が
続
い
て
い

る
土
地
の
国
定
資
産
税
、
昨
年

の
農
業
収
入
の
落
ち
込
み
な
ど
、

景
気
が
回
復
さ
れ
ず
個
人
住
民

税
は
多
く
の
増
額
を
見
込
む
こ

と
が
で
き
な
い
。

　

そ
の
た
め
人
件
費
、
町
債
の

償
還
経
費
な
ど
義
務
的
経
費
の

ほ
か
、
最
終
年
度
を
迎
え
る
、

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
な
ど
、

普
通
建
設
事
業
費
や
障
が
い

者
・
高
齢
者
・
児
童
に
係
る
福

祉
費
、
小
中
学
校
を
中
心
と
し

た
教
育
費
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
、

最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が

得
ら
れ
る
よ
う
、
知
恵
を
絞
っ

問

付
け
識
別
し
て
い
る
。
そ
の
う

え
各
学
校
へ
の
配
送
前
に
係
長

と
担
当
調
理
員
が
再
度
確
認
し
、

該
当
の
児
童
生
徒
に
わ
た
る
仕

組
み
で
あ
る
。

3
、
事
故
発
生
時
の
対
応
は
、

該
当
者
の
意
識
や
呼
吸
が
し
っ

か
り
し
て
い
る
場
合
は
、
食
べ

物
を
吐
か
せ
、
学
校
医
と
相
談

し
保
護
者
に
状
況
説
明
を
行
い
、

医
療
機
関
へ
の
受
診
を
勧
め
る
。

　

意
識
不
明
や
呼
吸
困
難
な
ど

の
シ
ョ
ッ
ク
症
状
が
見
ら
れ
る

場
合
は
、
速
や
か
に
救
急
車
を

要
請
し
、
医
療
機
関
へ
搬
送
す

る
。

　

事
後
措
置
と
し
て
、
事
故
経

過
を
教
育
委
員
会
に
報
告
し
、

原
因
究
明
に
努
め
、
対
応
策
を

検
討
し
、
再
発
防
止
に
努
め
る
。

仁
科　

英
一　

議
員

平
成
24
年
12
月
、
東
京
都

調
布
市
の
小
学
校
で
「
乳
製
品

ア
レ
ル
ギ
ー
」
を
持
つ
女
児
が

死
亡
し
た
。
原
因
は
、
学
校
給

食
で
の
チ
ー
ズ
が
入
っ
た
チ
ヂ

ミ
で
あ
っ
た
。

　

町
内
の
学
校
給
食
で
の
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
事
故
防
止
の
対
策

に
つ
い
て
問
う
。

1 

、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
象
の

人
数
は

2 

、
事
故
防
止
の
対
策
は

3 

、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の

対
処
方
法
は

教
育
次
長

1
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
が

必
要
な
児
童
生
徒
は
、
両
小
学

校
で
31
名
、
中
学
校
は
8
名
で

合
計
39
名
で
あ
る
。

2
、
事
故
防
止
の
仕
組
み
は
、

専
用
の
調
理
室
で
担
当
の
調
理

員
が
、
除
去
食
ま
た
は
代
替
食

を
調
理
し
、
個
別
の
容
器
に
入

れ
、
ク
ラ
ス
・
氏
名
・
除
去
食

材
な
ど
を
明
記
し
た
カ
ー
ド
を

問

改良された中学校前

共同調理場


